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福島第一原子力発電所の廃炉作業で生じる汚染水処理二次廃棄物をセメント、ガラス、スラグを用いて固化

した固化体について，共通的な評価を実現するための浸出試験の検討を行った。セメント固化体、ガラス固

化体及び溶融固化体（スラグ）を対象に，統一した試験体系の構築に向けた浸出試験を行い，固化体中の元

素の Leachability Index（LI 値）を算出し、各種固化体の浸出特性を比較した。 
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1. 緒言 
福島第一原子力発電所の廃炉作業で生じる汚染水処理二次廃棄物を普通ポルトランドセメント（OPC）や

ガラス，スラグ等で固化処理した廃棄体は，処分区分に応じて埋設される。各種固化体の浸出特性は各々に

適した温度や浸出液の動きなど，異なる浸出試験方法により得られるため，材料や試験間の浸出率等の比較

は難しい[1]。多様な汚染水処理二次廃棄物を既存の処分概念に囚われず合理的に固化処理するために，様々な

種類の固化体に対して統一的な性能評価の手法として，OPC 固化体，ガラス固化体及びスラグ固化体を対象

に，温度を指標とした試験体系で浸出試験を行い、固化体からの元素の浸出特性を比較した。 
2.方法 

汚染水処理二次廃棄物に含まれている浸出特性を評価すべき主要

な元素としてセリウム，セシウム，スズ，ストロンチウムを選択し，

模擬元素を添加した OPC 固化体，ガラス固化体を作製した（表 1）。
スラグ固化体は，事業内で提供を受けた Sr を含む金属溶融除染後の

模擬スラグを原料として作製した。模擬対象元素の濃度は，過去の報

告を参考に[2]，材料配合時に OPC 固化体では 300 mg/kg，ガラス固化

体では 3000 mg/kg となるように調整した。スラグ固化体の Sr 濃度

は、模擬スラグの波長分散型蛍光 X 線分析の結果に基づいて 8800 
mg/kg とした。各固化体は 1cm×1cm×0.5cm に成型し，大気雰囲気下，

20, 70, 90, 150℃と異なる温度条件において 28 日間の浸出試験を行った。また，1, 2, 3, 7, 14, 28 日に浸出液を

全量回収し，再び純水に浸漬させている。 浸出液中の各元素量を測定し，浸出期間と累積浸出量の関係から，

ANS/ANSI16.1-2019 に規定された算出方法に従い，LI 値を算出した。 
3.結果 

各温度条件における Sr の LI 値を図 1 に示す。LI 値は値が大きい

ほど浸出量が少ないことを示す。各固化体の LI 値は 20℃で最も大

きく，浸出しにくいことが分かる。OPC 固化体及びスラグ固化体で

は 70℃以上の条件では LI 値に大きな変化が観察されなかったが，

ガラス固化体は温度上昇に伴い，LI 値が低減した。各種固化体の浸

出特性を同じ試験条件で比較することができた。LI 値の各温度、浸

出期間の傾向から異なる浸出試験のデータ間の相関性を評価する

ことで統一的な評価手法の実現に向けた検討が行えた。 
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表 1 浸出試験に用いる固化体 

 

 
図 1 各温度条件における Sr の LI 値 
（左から OPC，ガラス，スラグ） 

1K12 2024年秋の大会

 2024年 日本原子力学会 - 1K12 -


